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【成果概要】2021年度は，年度当初からの covid-19の感染拡大に伴い，当初予定していた

対面式で研究計画を変更し，オンライン形式での健康講座を実施し，その成果を検証した． 

【方法】関係自治体との協議を重ね，当該自治体の実施する健診にて正常高値と判定され

た住民に呼びかけを行い事前事後の効果検証を行なった．オンライン講座は，健康運動指

導士の資格を有する指導者が有酸素性運動を中心とする指導を週に１回程度の頻度で

2021年9月から2022年2月まで実施した．期間中の３ヶ月間の効果として，形態，踵骨超音

波検査，体組成，筋力，血圧，四肢狭窄，脈伝播速度，脈派屈曲点などの検査を実施した． 

介入前後において，脈派伝搬速度と体組成の改善が認められる対象者を確認した．本研究

は，オンライン健康講座が肥満・動脈硬化の解消を通じて地方自治体の財政権健全化に貢

献できる可能性を示した． 

※ 次ページに続く 



 

調査研究の進

捗状況と今後

の推進方策 

 2021年度は，Covid-19の感染拡大に伴う入校制限や外出制限の中で，オンラインプを

活用した健康支援プログラムを実施した．当初予定とは異なる中ではあったが，一定の

成果を得た．ただし，その反面，対面形式での授業実施の要望を受けるなどの課題もあ

った． 

 2022年度は，100名程度の総社市民を対象とする．試験は，6ヶ月間で行う．対象者

は，初めの3ヶ月間に生活習慣を改善する対象群と，4ヶ月目から6ヶ月目に生活習慣改善

を目指す対照群に群分けする．対象者は，軽度の代謝性疾患を有する50歳以上の者に限

定する． 介入期間の前後にて，生活習慣（食習慣，運動習慣，喫煙，飲酒，起床・就

寝，など），身体機能（運動機能，血管機能，など），体組成，骨，血液（血中化学成

分，アディポサイトカイン），認知機能，歩行機能などの評価を行う． 

 さらに，2022年度は，これまでの同講座の社会的意義の拡充を含めた分析として，市民

の費用対効果抑制効果などを明らかにするために，医療費や健診結果の分析を含めて当該

自治体の健康行政により有用な知見を得る． 
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